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早いもので今年も師走の 12 月となりました。長い夏、短い秋、そして冬の到来と、目まぐるしく
季節は巡りました。お陰様で、計画していたインターシティミーティングも、全６組が盛会裏に
終える事ができました。改めて、ホストしていただいたクラブの皆様へ感謝申し上げます。「学びと
親睦」を大切に、各クラブが個性を表現して開催していただきました。私にとってかけがえのない
思い出であり、生涯の宝物となりました。
そして、公式訪問も自クラブの 1 会場、3 クラブを残すだけとなりました。各クラブでの多くの
出会いと感動、そして地区の今後の課題も知り、「未来へつなぐ」リソースを得ることができました。
今は少しの安堵感と寂しさが同居する複雑な心境であります。温かくお迎え頂いたクラブの皆様に、
重ねて感謝申しあげます。
さて、12 月は「疾病予防と治療月間」であります。グローバル補助金の申請件数、額とも全体の
半数近くがこの分野であります。国連によると、基本的な医療サービスを利用できるのは世界
人口の半数以下です。また、新型コロナウイルスの流行、自然災害、紛争などの大規模な混乱は、
医療従事者、施設、その他のサービスへのアクセスを低下させ、伝染病や非伝染病の予防に
おける数十年の改善を覆す可能性があります。人口 1 万人あたりの医師数が 10 人未満の国が
全体の 40％以上、また、人口 1 万人あたりの看護師・ 助産師数が 40 人未満の国は 55％以上に
のぼっています。主に発展途上国では、1,800 万人の医療従事者が追加で必要とされています。
さらに WHO によると、10 億人がデング熱、シャーガス病、睡眠病、河川盲目症などの「顧み
られない熱帯病」に罹患しています。このような状況の中で、これまでロータリーが疾病予防と
治療のために授与した補助金は 6,500 万ドルであります。ロータリーが行ってきた事例として、
以下の通りご紹介いたします。

きれいな水の提供　｠ガーナでは、他団体と協力して国内全人口の
80％以上にきれいな水を提供し、ギニア虫感染症を予防して
います。

HIV 感染の減少　リベリアでは、妊娠初期の女性たちへの HIV
検査を支援しています。2 年間で HIV の母子感染を 95％
減らすことをめざして、出産前ケアを推進しています。

ポリオの根絶｠　私たちは、ポリオ根絶に向けて世界で、大きな
役割を果たしてきました。懸命な活動により、世界のほぼ
すべての国からポリオがなくなっただけでなく、エボラ出血熱
などのほかの疾病の追跡システムにも活用できるインフラが
構築されました。

この「疾病予防と治療月間」を契機に、改めて人類の持続
可能な繁栄には、疾病予防と治療が不可欠であるとロータリアン
の皆さんが再認識していただければ幸いです。それでは少し早い
ですが、皆さん、よいお年をお迎えください。

未来へつなぐ
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IM第4組　開催報告

2025 年 9 月 27 日　
ガレリアかめおか

このたびは、国際ロータリー第 2650 地区・第 4 組インターシティー・ミーティングにご参加
いただき、誠にありがとうございました。小﨑学ガバナーをはじめ、地区役員や事務局の皆
さま、さらに前年度主管である京都朱雀ロータリークラブの細やかなご指導のおかげで、私
どもも背中を追う思いで準備を進めることができました。

従来はホテルで行われることの多い IM ですが、今回はあえて地域の公共施設「ガレリア
かめおか」を会場とし、「地元だからこそできる温かな運営」を目指しました。不慣れゆえに
戸惑いや至らぬ場面も多々あったかと思いますが、寛大に受け止めてくださった皆さまの笑顔
に何度も支えられました。

また、福祉法人青葉学園・江口昌道理事長による「今、家族や家庭について考える」という
ご講演では、支援とは押しつけではなく、そっと寄り添うことだと改めて気づかされました。
当クラブは同法人への支援を毎年の継続事業として行っており、
地道に続けることの大切さを実感しています。その取り組みを江口
理事長から評価いただき、小﨑ガバナーからも「亀岡に中央ロー
タリーがなくてはならない存在だ」とのお言葉を頂戴しました。
小さな歩みでも誠実に続けてきたことが、私たちの自信とさらなる
活力になるものと確信しました。

少人数ゆえ不安の連続ではありましたが、互いに役割を担い補い合う中で、「人数ではなく
想いが場をつくる」という実例をお示しできたのではないかと思っております。本 IM で得た
学びとご縁を、これからのクラブ運営の励みとして大切にしてまいります。

末筆ながら、皆さまのますますのご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げます。今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。

IM第４組実行委員長・副会長　木曽　卓宏（亀岡中央RC）
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IM第5組　開催報告

2025 年 9 月 28 日
橿原学院高等学校体育館、聖心学園体育館

第 5 組インターシティミーティングが盛大に開催されました。
ホストクラブは橿原 RC が務め、会場は聖心学園内の橿原学院高等学校体育館にて本会議、
聖心学園体育館にて懇親会が行われました。参加者は地区 4 名、県外クラブ 3 名、県内クラブ
356 名にのぼり、多くの会員が一堂に会して交流を深めました。
本年度の IMのテーマは『Culture goes beyond Borders』。オープニングアクトには舞踏家・
麿赤兒氏率いる大駱駝艦が登場し、圧倒的な存在感と表現力で壮大な舞台を披露。会場は一瞬
にして芸術の世界へと引き込まれ、テーマにふさわしい荘厳な幕開けとなりました。本会議では
小﨑学ガバナーより、地区の方向性やロータリーの理念を見据えた抱負が力強く語られ、参加者
一同が新たな決意を胸にしました。
基調講演では、再び麿赤兒氏が登壇。舞踏の歴史的背景や今後の展望、さらに海外公演で得た
貴重な経験を通して、文化を介した相互理解の大切さを語られました。芸術と国際交流の関係を
改めて考える貴重なひとときとなりました。続く第２部では、次年度 IM のホストクラブがあすか
RC に決定し、中本勝ゼネラルリーダーの温かくも力強い総評をもって本会議は厳粛に閉会しま
した。
懇親会は、小﨑ガバナーの挨拶と中野重宏パストガバナーの乾杯により開宴。ホストクラブ
の尽力で 11 事業者が出店し、ライブキッチン形式で出来立ての料理や飲料を提供。香りや
音までもが五感を楽しませ、会場は笑顔と歓談に包まれました。ステージでは次年度ホストの
あすか RC による熱意あふれる PR が中川基成パストガバナーも登壇され行われました。終始
活気に満ちた雰囲気の中、北河原公敬パストガバナーによる中締めで幕を閉じました。
最後に、会場をご提供いただいた聖心学園様、会場看板のデザインにご協力くださった奈良
芸術短期大学の学生の皆様と当クラブ書道部の皆様、出店を快く引き受けていただいた皆様に
心より感謝申し上げます。さらに、終始笑顔でご指導を賜りました中本ゼネラルリーダー、
開催の英断をいただいた小﨑ガバナーに深く敬意を表します。本大会がロータリーの精神を
次代へとつなぐ礎となり、国際平和につながる道となることを心から願っております。

IM第5組実行委員長　髙橋　　靖（橿原RC）
実行副委員長　安永　吉伸（橿原RC）
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　　　ＩＭ第2組　開催報告

2025 年 10 月 19 日
歴史の館

今回は、いつもの流れではなく思い出に残る楽しいインターシティー・ミーティングになれば、
という思いで実行委員会を立ち上げ進めてまいりました。この宮津の地は、日本三景天橋立
という風光明媚な地域であり、若い方は日本三景をほとんど知らず、今一度ロータリー会員に
もこの素晴らしい“海と景色と情緒”を再確認していただこうと計画してまいりました。懇親会
を船上でしよう。そう決まった時、天候が一番の問題であり雨、風、波に対してあらゆる手段を
考えながら進めていくのが大変でした。また人数の関係で 3 隻に分かれて乗船する事となり、
各ロータリークラブには乗船メンバー表の提出、乗船責任者、引率責任者、緊急時連絡先など、
いろんな面でお手数をおかけしましたがきっちりと対応して下さり有難かったです。ゼネラル
リーダーに佐竹力總パストガバナーを依頼し、ご講演をお願いしました。「もう一つの京都の
考現学」というテーマでご講演をいただき、沢山の学びをいただきました。
懇親会におきましては「親睦を深め未来へ出航しよう」のテーマの通り、7 つのロータリー

クラブ会員が一つになり未来へ出航したという想定ですが、全てが初めての体験で、不安が、
日が近づくにつれ大きくなっていきましたが、当日は天候も持ちこたえ、どんよりした雲では
ありましたが雨も降らず風もなく波も穏やかで 90 分のクルージングを飲食しながら語り合い
楽しく過ごすことができました。ホスト役としてわずか 20 名程の会員で精一杯おもてなしを、
との思いでさせていただきましたが、至らぬ点が多々あったかと思います。どうかロータリー
の友情でご寛容くだされば有難いです。 最後には、ロータリークラブのためだけの花火を締め
くくりとして、またこれからの未来への出航として打ち上げさせていただきました。3 隻に
分乗となりましたが、それぞれの船でより深い親睦ができ、思い出に残るＩＭになったのでは
ないかと思います。皆様には大変喜んでいただき無事終了することができました。多くの方々に
良かったよと言っていただき本当に感無量です。ご参加いただきました皆様本当にありがとう
ございました。

ＩＭ第２組実行委員長　松田　晟和（宮津RC）
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ロータリーメモリー

ロータリーの魅力とは何でしょうか。
一昔前は、「選ばれし者しか入会できない組織」として、会員であるだけで信頼できる人（信頼できる企業）

と認められ、何よりもそのステータスが魅力であったと思います。もちろんその会員資格を維持するためには、
厳しい規則を順守する必要があり、それに伴う苦労も多かったと聞いています。
現在ではクラブ数が増え、会員資格の要件も緩和され、故に以前のような魅力は姿を消したと言えるでしょう。
時代が変わり、個人の価値観も多岐多様になった今、ロータリーメンバーであることの魅力は、小さなものに

感じるか、あるいは意識しなければ見えなくなったようにも思えます。そのような中で、やはりアクティブに
ロータリー活動をしている人ほど、その魅力をしっかり受け取り、自分のエネルギーへと昇華させ、様 な々分野で
活躍している人が多いと言っていいでしょう。
その魅力の原点とは、やはり「つながり」ではないでしょうか。
ロータリーに入会すれば、様々な価値観を持ったメンバーと「つながり」、異なりに気付き、そしてロータリー
活動に加われば、社会貢献の意義を実感することは言うまでもなく、日常の仕事では体験できない世界を経験し、
また新たな組織や世界の人 と々「つながり」、個人の器も大きくなっていくでしょう。
そして、この「つながり」が更に広がり、深まることにより、最大の力を発揮できることに気付くでしょう。
各クラブの特性を生かし、この「つながる」魅力と、「つながる」力を、より可視化できれば自ずと会員増強に

もつながるものと感じております。
2650地区も一丸となって、持続可能な社会であるために、「未来へつなぐ」を実現して参りましょう。

京都市域第3グループ　ガバナー補佐　小川  秀明 （京都南RC）

「つながる力」

京都南部第2グループ　ガバナー補佐　渡邉  敏和 （亀岡RC）

未来へつなぐ  石田梅岩と亀岡ロータリー

我が街、亀岡市は石田梅岩の生誕地であります。石田梅岩は江戸時代中期、士農工商制度の中、京都の
地で聴講料不要、女性聴講人にも門戸を開き、真の商人の在り方を分かり易く説き“共生の理念”を唱え
ました。
梅岩先生は“正直”、“勤勉”、“倹約”を訴え、天理に従って正直に生きることが商人道であるとし、

「真の商人は先も立ち、我も立つ事を思うなり」と言っています。
又、梅岩先生は奉仕・ボランティアの先駆者といわれています。当時、飢餓や災害が起きると塾をあげて

救済に当たりました。「銘々は世をお互いにし、救い助くる役人也」と言っています。銘 と々は金銀のことで、
お金を儲けて豊かになることは悪いことではない、お金というものは世の人 を々救い助ける役人という役目も
ありますと教えました。
ロータリーには“超我の奉仕”があります。ロータリー財団、米山、社会奉仕 等の少しでも世の中の人々
のために、人 に々良くなってもらいたいという思いは梅岩先生の思いと同じではないでしょうか。
“正直”、“勤勉”、“倹約”の人としてのあり方、人間の生きる道“ありべかかりの心のままに生きる”
この梅岩先生の教え、思いを、我が亀岡ロータリークラブでは世の中の多くの人々に広まるようにと DVD

を作成、分かり易く漫画本を作り小学校に配布し、梅岩先生が当時歩いたとされる山道を整備し、その思いを
知ってもらおうと毎年ウォーキング事業を 15 年間実施しています。そして亀岡ロータリークラブが中心となり、
財団法人「梅岩先生顕彰会」を立ち上げました。そのことに亀岡市も呼応し、本年“石田梅岩記念館”が
9 月 1 日に開館いたしました。この梅岩の地より梅岩先生の教えが広まり、後世に伝える拠点となります
ようにと未来へつないでいきたいものです。
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2025 年 9 月会員数の増減および出席率表

クラブ名 前月末 
会員数 入会 退会 ９月末 

会員数
期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計

出席率 
％

あすか 45 0 0 45 45 0 0 86.81
五條 19 0 0 19 19 0 0 79.10
平城京 11 0 0 11 7 4 0 81.82
橿原 49 0 0 49 49 1 1 84.58
奈良 139 2 1 140 132 10 2 90.05
奈良中央 20 0 0 20 20 0 0 57.50
奈良東 22 0 0 22 19 3 0 88.46
奈良西 20 0 0 20 20 0 0 78.33
奈良大宮 64 0 0 64 64 0 0 100.00
桜井 11 0 0 11 9 2 0 87.87
大和郡山 40 0 0 40 40 0 0 91.59
やまとまほろば 23 0 0 23 22 1 0 98.91
やまと西和 26 1 0 27 26 1 0 84.58
大和高田 88 0 1 87 87 1 1 82.50

小計 577 3 2 578 559 23 4

クラブ名 前月末 
会員数 入会 退会 ９月末 

会員数
期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計

出席率 
％

綾部 25 0 0 25 25 0 0 90.90
福知山 43 1 0 44 42 2 0 91.26
福知山西南 50 0 1 49 49 1 1 94.54
亀岡 32 0 0 32 31 1 0 100.00
亀岡中央 13 0 0 13 13 0 0 65.38
京丹後 23 0 0 23 22 1 0 90.48
京都 200 0 1 199 193 9 3 100.00
京都伏見 91 1 0 92 88 4 0 87.10
京都平安 18 0 0 18 18 0 0 88.00
京都東 88 0 0 88 86 2 0 87.03
京都東山 50 0 0 50 52 0 2 83.82
京都北東 17 0 0 17 17 0 0 79.21
京都イブニング 13 0 0 13 12 1 0 77.55
京都城陽 27 0 0 27 27 0 0 85.65
京都桂川 37 0 0 37 35 2 0 80.41
京都北 60 0 0 60 56 5 1 74.54
京都南 252 0 0 252 252 3 3 80.48
京都モーニング 42 0 1 41 39 3 1
京都紫野 40 0 0 40 37 3 0 72.20
京都中 35 0 0 35 35 0 0 91.60
京都西 96 0 0 96 94 3 1 99.15
京都乙訓 34 0 0 34 32 2 0 87.59
京都洛中 73 1 0 74 73 1 0 100.00
京都洛北 75 0 0 75 73 2 0 100.00
京都洛南 27 0 0 27 27 0 0 85.19
京都洛西 52 1 0 53 51 2 0 83.75
京都洛東 38 0 0 38 38 0 0 80.92
京都嵯峨野 20 0 0 20 20 0 0 75.58
京都さくら 34 0 0 34 30 4 0 80.65
京都西北 22 0 0 22 21 1 0 80.55
京都西南 49 0 0 49 48 1 0 83.96
京都紫竹 24 0 0 24 23 1 0 85.41
京都朱雀 43 0 0 43 42 2 1 82.34
京都田辺 15 0 1 14 15 0 1 94.45
京都山城 12 0 0 12 12 0 0 87.21
京都八幡 15 0 0 15 15 0 0 93.94
舞鶴 28 0 0 28 28 0 0 94.66
舞鶴東 32 0 0 32 32 0 0 90.57
宮津 22 0 1 21 21 2 2 82.52
園部 22 0 0 22 20 2 0 95.38
宇治 30 0 1 29 29 2 2 83.39
宇治鳳凰 31 1 0 32 31 1 0 81.47

小計 1,950 5 6 1,949 1,904 63 18

クラブ名 前月末 
会員数 入会 退会 ９月末 

会員数
期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計

出席率 
％

びわ湖八幡 92 0 0 92 92 2 2 88.18 
（びわ湖八幡フォロー 
　ロータリーサテライト） （28） （2）

五個荘能登川 32 0 0 32 31 1 0 89.06
東近江 40 0 0 40 40 0 0 74.39
彦根 45 1 0 46 46 1 1 81.48
彦根南 53 0 0 53 54 0 1 64.73
甲賀 35 0 0 35 32 3 0 91.03
湖南 43 1 0 44 41 3 0 99.10
草津 33 0 0 33 31 2 0 84.84
守山 46 0 0 46 44 2 0 93.97
長浜 57 0 0 57 54 3 0 86.46
長浜東 58 0 0 58 58 0 0 88.56
長浜北 30 0 0 30 29 3 2 71.65
近江八幡 38 1 0 39 37 2 0 89.19
大津 116 2 0 118 114 4 0 100.00
大津中央 21 0 0 21 21 0 0 77.77
大津東 19 0 1 18 18 1 1 86.49
大津西 20 0 0 20 19 1 0 94.59
栗東 60 0 1 59 59 2 2 70.05
高島 52 0 0 52 51 1 0 100.00
野洲 34 0 0 34 31 3 0 96.00
八日市南 47 0 0 47 47 0 0 85.18

小計 971 5 2 974 949 34 9

クラブ名 前月末 
会員数 入会 退会 ９月末 

会員数
期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計

出席率 
％

福井 135 5 0 140 126 14 0 82.22
福井あじさい 51 0 0 51 51 0 0 85.62
福井ﾌｪﾆｯｸｽ 49 0 0 49 46 3 0 75.51
福井東 48 0 0 48 46 2 0 89.36
福井北 102 0 0 102 102 1 1 69.52
福井南 24 0 0 24 23 1 0 55.56
福井西 22 0 0 22 22 0 0 78.26
福井水仙 22 0 1 21 22 0 2 63.64
勝山 23 0 1 22 22 1 1 88.06
丸岡 28 1 0 29 27 2 0 70.93
三国 17 0 0 17 17 0 0 96.00
大野 40 0 0 40 39 2 1 70.31
鯖江 33 0 0 33 34 0 1 61.84
武生 44 0 0 44 43 1 0 79.07
武生府中 23 0 1 22 23 0 1 78.26
敦賀 25 0 0 25 23 2 0 78.33
敦賀西 13 0 0 13 13 0 0 76.92
若狭 15 0 0 15 12 3 0 83.34

小計 714 6 3 717 691 32 7

クラブ名 前月末 
会員数 入会 退会 ９月末 

会員数
期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計

出席率 
％

日本ロータリー
E クラブ 2650 25 1 1 25 25 1 1

小計 25 1 1 25 25 1 1

クラブ名 前月末 
会員数 入会 退会 ９月末 

会員数
期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計

合計 4,237 20 14 4,243 4,128 153 39 

京都府（４２クラブ） 滋賀県（２１クラブ＋１衛星）

福井県（１８クラブ）

Ｅクラブ（１クラブ）

合計（９６クラブ＋１衛星）

奈良県（１４クラブ）

■表作成にあたって
・ 会員数に、名誉会員は含まれておりません。
・ 入退会者数、9月会員数および入退会者累計数は9月末現在です。
  「期首会員数」は、2025年6月末会員数より、7月1日退会者1名を引いた数です。
  「退会累計」は、7月1日退会者1名も含んでおります。
・ ロータリー衛星クラブ（サテライトクラブ）の入退会者数はスポンサークラブに含んでおります。

＊月信11月号掲載のびわ湖八幡RC 8月の出席率につきまして
　誤りがございました。訂正してお詫びいたします。
　　（正）77.44（%）　（誤）0.77 
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クラブ名 氏名

福知山西南

京都

京都モーニング

京都田辺

宮津

宇治

大津東

栗東

福井水仙

勝山

武生府中

奈良

大和高田

日本ロータリー
Eクラブ2650

村田　 元彦

西村 治兵衞

山本　 真也

織田　 敏嗣

野口　 博文

荒木　 勝德

谷口　 　剛

上森　 啓之

谷口　 和幸

冨士根 康人

朝倉　 俊輔

西山　 明彦

松尾　 光至

深川　 寛一

クラブ名 氏名 職業分類

福知山

京都伏見

京都洛中

京都洛西

宇治鳳凰

彦根

湖南

近江八幡

大津

大津

竹下　 忠伸

乗岡　 五月

小島　 京子

山本　 礼司

森田　 拓磨

安居　 秀泰

星　 　清美

原田　 明秀

堀池　 哲史

池見　 喜博

料理店

税理士

翻訳業

飲食業

公認会計士

制服販売

衣類販売

不動産仲介・リフォーム

司法書士

旅館

クラブ名 氏名 職業分類

福井

福井

福井

福井

福井

丸岡

奈良

奈良

やまと西和

日本ロータリー
Eクラブ2650

小川　 尚樹

平岡　 弘行

油谷　 光紀

草野　 雄司

永森　 幹朗

南出　 眞代

石川　 太郎

小山　 　修

角井　 崇文

荒蒔　 良和

食品販売

移動通信

革袋物鞄販売

中央銀行

住宅建築工事

料理（和食）

ホテル

百貨店

税理士

企業戦略アドバイザー

入会者 退会者

（順不同・敬称略）

2025年9月　会員の動き

社会現象となった
映画ロケ地で楽しむ冬の光
1934 年（昭和 9年）に国際観光ホテル（旧
琵琶湖ホテル本館）として誕生し、「湖国の
迎賓館」と呼ばれた「びわ湖大津館」が、
公開中の大ヒット映画『国宝』のロケ地と
して採用されたことで、今、注目を集めて
います。
大きく緩やかな曲線の唐破風が印象深い
「桃山様式」の外観が歌舞伎座にそっくりな
ことから、ロケ地に採用されました。
そんな「びわ湖大津館」に隣接するイング
リッシュガーデンで、12 月 6 日から、幻想
的なイルミネーションがスタートします。

約 15 万球の光が「いきものの世界」をテーマ
に「森」や「海」などのゾーンを彩る、成安
造形大学の学生がデザインした光のアート
です。特に、びわ湖大津館 3 階からはイル
ミネーションの全景を一望でき、おすすめ
のビュースポットとなっています。
多くの皇族や著名人が訪れたこの名建築
で、歴史と光の芸術が織りなす特別な冬の
夜を過ごしてみてはいかがでしょうか。

びわ湖大津館「びわ湖大津館 2025 イルミネーション」

歳時記

びわ湖大津館 イングリッシュガーデン　
滋賀県大津市柳が崎5番35号
2025年12月6日(土)～2026年2月1日(日)
平日点灯を行わない期間もありますので
詳しくはホームページをご確認ください

滋
賀

K y o t o  S h i g a  F u k u i  N a r a
ガバナー事務所
〒600-8216  京都府京都市下京区東塩小路町614番地　
関電不動産京都ビル5階520号室
TEL:075-343-2650／075-353-2650　 FAX:075-343-2651　  
E-mail:gov2025-26@rid2650.gr.jp

国際ロータリー第2650地区
2025-26年度　ガバナー　
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